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　　　　　　　　　　　　 目的

　子 ど も は加 齢 に 伴 っ て セ ル フ コ ン トロ
ー

ル （self −contreD を

発 達 させ る とい わ れ て い る （Logue，　Forzano，＆ ACkerman ，
1996；Sonuga−Barke。　Lea，＆　Webley，1989a ，　b）。 子 ども の 社会化

の 過程に お い て 、セ ル フ コ ン トPt一ル の 獲得 は 重要な側 面 の

一一
っ と考 え られ る 。

　選 択 行動 と して の セ ル フ コ ン トロ
ール の 研 究 で は、強 化子

呈示 まで の 遅延時間と強化量とい う2要因 か らな る選択肢が

用 い られる。遅延多蚤強化子 と即時少量強化子 の 間 の 選択場

面 に お い て 、後者 を選 好 す る こ とは 、衝 動 性 （lmpulslv  ess ）、
前者 を選好する こ とは、セ ル フ コ ン トm 一ル と呼 ばれ る 。

　強化子 を受 け 取 る まで の 時間 の 増加 に伴 い 、そ の 強 化 子 の

主 観 的 価値 が 低下す る 現象 を、遅延 に よ る 報酬 の 価値割引 と

い う。 セ ル フ コ ン トロ ール と衝動性 の 基礎過程 に は遅延 に よ

る価値割 引 の 過 程 が あ る と され て い る。
　本研究 で は、就学前児の セ ル フ コ ン トO 一

ル の 発達 に つ い

て、遅延 に よ る価値割引 の 枠組み を 用 い た 定量的 な分析を試

み た。遅延多量強化子 と の 間で 選好が無差別 とな る即時報酬

量 （主 観的等価点）を 4 歳児 と 6 歳児の 間で 比較 した。また、
遅延多量 強化子 の 遅延時間 を 2 条件 （5 秒 と 20 秒）設定 し、
遅 延時 間 が 主 観 的等価 点 に 及 ぼ す 効果 を検討 した 。

　　　　　　　　　　　　 方法

　実験参 加 者　保育所 に 通 う、実験経験の ない 4歳児 （3歳 7 ヶ

月一4歳 6ケ 月 ） 14名 、 6歳児 （5 歳 7ケ 月 一6 歳 6 ケ ．月＞ 13
名を対 象 と した。
　装置　実験 の 制御 と反応 0）記録 の た め に、ノ

ート型 パ ーソ

ナ ル コ ン ビ ： L −一一タ （PCG402N ，　SONY ） を 、 刺激提 示 と反応検
出の ため に、タ ッ チ パ ．ネル を装着 した 15イ ン チ型液晶カ ラ

ー

デ a ス プ レ イ （FlexScan　L362T ．　NANAO ） を用 い た。
　強化 子 　 画 颪上 に 呈 示 され る ア ニ メ キ ャ ラ ク タ

ー
画 像 （各

1秒 間 呈 示 ）お よび 、そ れ に伴 う音声 を 強化 子 と した。
　手続き　調整量 手続 きを用 い て 、遅 延 多 量 強化子 （遅延後

の 10枚） との 間 で 選 好 が 無差別 と な る即時少 量 強化 子 （1秒

後 の X 枚） の 強 化 量 を 測 定 した 。 強化 遅 延 時 間 は 、選 択 反 応

か ら強化 子 が 呈 示 され る ま で の 遅 延 時間 に よ っ て 定義 し た。
参 加者は、各試行 に お い て、遅延多量 強化

・
子と即時少 量 強化

子 の ど ち ら か一一
方 を 選択 した 。 X の 値 は、！試 行 目で は 1 で

あ っ たが、2試行 目 以 降 で は 、1・vlO の 範囲 で、前試行 で 遅延

多量強 化 子 が選択 され た場合 に は 1増加 し、即時少量強化子

が 選 択 され た 場合 に は X は 重減 少 した。20試 行 後 の X の 値

を主観的等価点 と し、こ れ を従 属 変数 と した。遅 延 多 量 強化

子 の 遅 延 時間条件 と し て 、5 秒 と 20 秒の 2 条件を設定 し、ど

の 参 加 者 も両 方 の 条件 を 経 験 した。
　　　　　　　　　　　　 結果

　各 年齢 群 か ら得られ た 主観的等価点の 平 均値 を図 1 に示 す。
t 検定 を行 っ た 結果、主 観的等価点 の 平均値 は 、遅延時間 5 秒

条 件 で は 4 歳 児 の 方 が 6 歳 児 よ り も有 意 に 低 か っ た （t （27）
置

2．73．p　■■　．05）が、20 秒条件で は、年齢群問 に 有意差 は 見 られ

な か っ た （t （27）＝ 1．62 ．　ns ）。ま た、どち ら の 年 齢 群 に お い て

も、遅延 時間条件問 で 主観的等価点 に 有意差 は なか っ た。
　　　　　　　　　　　　 考察

　遅延時間 5 秒条件 に お い て 、4 歳児の 主観 的 等価 点 が 6 歳

児 の 主 観 的 等価点 よ り も有 意 に 低 か っ た こ と は、4 歳 児 は 6

歳児 よ り も多 く衝動的選択 を した こ とを表 し て お り、4 歳児

の 方が 6歳児 に 比 べ て衝動的 で あ る こ とを示 して い る。これ

は、年齢の 上 昇 に 伴 い 、セ ル フ コ ン トロ
ール 選択揚面に お け

る 遅延多量 強 化 子 へ の 選好 が 強 く な る こ とを 報 告 した LOgue

et　al．（1996）や SonugローBarke　et　a｝．（1989a．b）の 結果 と
一一

致す る 。

　 し か し、20秒条件 で は 年齢群 間 に 差 が 見 られ なか っ た こ と

か ら、本研究 で 用 い た 方法が、常にセ ル フ コ ン トV 一ル の 発

達の 違 い を明 らか に で き る わ け で は な い
。 ま た、遅延 時 間条

件間で 主観的等価点 に 差が見られなか っ た事実は、5 秒 と 20

秒 の 間の 弁別 が なされ て い ない 可 能性を示 して い る。こ の 可

能 性 に つ い て は 、今 後 の 研 究 で 明 らか に す る 必 要が あ る e

　　　　　　　　　　　　 結語

　遅延 時間 5 秒条件 に お い て 、4 歳児 の 方が 6 歳児 よ り も多

く衝 動的選択 を 示 し た とい う本 研 究 の 結 果 は 、先行 研 究 の 結

果 と整合的 とい え る 。 こ の こ と は、本研 究 にお け る 遅延 に よ

る価値割 引の 測定 が 、子 ど もの セ ル フ コ ン ト ロ
ー

ル の 発 達 を

把握す る た め の 有効 な方 法で あ る こ とを 示 して い る 。

　本研究 で 用い た セ ル フ コ ン トロ
ール 選択 の 測定 法 は 、子 ど

もの 発達 の 程度 を定量的 に 知 る た め の 手段 と して、臨床場面
へと応用で き る 可能性を有 して い る。例 え ば、発達障害児 に

お け る セ ル フ コ ン トロ
ー

ル の 発達の 程 度 を、複数回の 選 択 試

行 を通 して澀定 され る 主観的等価点 に 基づ い て、定量的に 把

握 で きる 可 能性 が あ る。
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図 1．主 観 的等価 点 の 平均 値
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